
 

 

様 式 Ｃ－７－１ 
 
 

平成 ２１ 年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書) 
 
 

1. 機 関 番 号 ３ ２ ６ ９ ２       2. 研究機関名        東京工科大学        

                        

3. 研 究 種 目 名     若手研究（B）      4. 研究期間    平 成 ２１ 年 度  ～  平 成 ２３ 年 度 

 

5. 課 題 番 号 ２ １ ７ ０ ０ ５ ５ ２

 

6. 研 究 課 題 名  意味痴呆患者の掘り下げ検査の改善に向けた「棒読み現象」の観察と分析手法の開発           

 

7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名 
ﾌﾘｶﾞﾅ オオバ マサト 

２ ０ ３ ８ ６ ７ ７ ５  大庭 真人  片柳研究所 研究員 

8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。) 

研 究 者 番 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職   名 
ﾌﾘｶﾞﾅ 

            

ﾌﾘｶﾞﾅ 
            

ﾌﾘｶﾞﾅ 
            

ﾌﾘｶﾞﾅ 
            

ﾌﾘｶﾞﾅ 
            

 

9.  研究実績の概要 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。 

理解していない用語の文章を読み上げる際には棒読みになるという現象がしばしば経験される。そこで

、逆に用語の理解度の指標として利用するため、読み上げにおける棒読み現象の特徴の記述を試みる。事

前に、専門用語の略語と一般用語の説明文を読み上げてもらい、その読み上げ音声を分析対象とした。東

京もしくは神奈川県出身の言語聴覚士（以後ST）8名（男性2名，女性6名）、学生9名（男性5名，女性4名

）に静穏な環境下で読み上げを依頼し、8語をSTの専門用語と8語の一般用語の計16語について読み上げて

もらい収録した音声データを用いて以下の分析結果を得た。また、収録後参加者17名全員に対し、16語そ

れぞれの略語に対する理解度と使用頻度についてアンケート調査を実施した。 

音声データをST群と学生群の群間で、読み上げ後のアンケートにおける理解度に最も差のあった略語「

ST」について分析を進めた。棒読みとの印象が強い読み上げには、言いよどみもしくは読み上げ文の読み

返しによるポーズが観察された。こういったポーズは句読点や文の意味構造の区切り目とは無関係に不自

然な位置に観られたが、前後の読み上げ音声の読み上げ速度には顕著な変化が観られなかった。このよう

なポーズの発生が棒読み指標としての可能性が示された。今後は不自然なポーズが発生する前後の韻律情

報について分析を進め、「棒読み現象」における特徴的な要素を検討し、理解指標としての精度を高める

。                                       
 

 

 

10. キーワード 
  (1) 棒読み                      (2)  掘り下げ検査                (3) 意味痴呆              
  (4)                             (5)                              (6)                  
  (7)                             (8)                                           (裏面に続く) 
 
 
 
 



 

 

11.研究発表（平成２１年度の研究成果） 
  
〔雑誌論文〕 計（ 0 ）件  うち査読付論文 計（ 0 ）件 

著 者 名 論  文  標  題 
  

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

        

 
著 者 名 論  文  標  題 

  

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

        

 
著 者 名 論  文  標  題 

  

雑  誌  名 査読の有無 巻 発 行 年 最初と最後の頁

        

 
 〔学会発表〕計（ 1 ）件  うち招待講演 計（ 0 ）件 

発 表 者 名 発  表  標  題 
大庭 真人 理解度の指標としての「棒読み現象」とその特徴記述の試み‐ポーズと平均モ

ーラ長との関係から‐ 
学 会 等 名 発表年月日   発 表 場 所 

日本音声学会 第320 回研究例会 2009年12月5日  法政大学 市ヶ谷キャンパ

ス58年館4階 844教室 
 
 〔図 書〕 計（ 0 ）件 

著 者 名 出 版 社 
  

書  名 発 行 年 総ページ数 
      

 
12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
 〔出 願〕    計（ 0 ）件   

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 出願年月日 国内・外国の別

      

 
 〔取 得〕    計（ 0 ）件  

産業財産権の名称 発明者 権利者 産業財産権の種類、番号 取得年月日 国内・外国の別

      

 
13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

特になし 

 
 
 
 
 
 


